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 6） 「中学校学習指導要領」平成20年 3 月告示。「高等学校学習指導要領」平成21年 3 月告示。





















































































































































































































































































21） ユネスコ『21世紀教育国際委員会報告書』，1996年　「1　知ることを学ぶ（Learning to know）　2　為
すことを学ぶ（Learning to do）　3（他者と）共に生きることを学ぶ（Learning to live together, 
Learning to live with others）　4　人間として生きることを学ぶ（Learning to be）」












































27） 『米国独立宣言』条文より抜粋「We hold these truths to be self-evident,that all men are created equal, 
that they are endowed by their Creator with certain unalienable Rights, that among these are Life, 
Liberty and the pursuit of Happiness」
 　『日本国憲法』前文より抜粋「そもそも国政は，国民の厳粛な信託によるものであつて，その権威
は国民に由来し，その権力は国民の代表者がこれを行使し，その福利は国民がこれを享受する。これ
は人類普遍の原理であり，この憲法はかかる原理に基くものである。」この両者ともに自然法と社会
契約論に基づいた主権者を想定している。ただし，この思想は歴史的実態や現実的分析を経ての結論
というより，一種の理想的願望を述べているものである。その虚実性が，現在，日米両国を始め多く
の民主主義国が遭遇する種々の脆さの遠因となっていると考えられる。
146 金　　岡　　俊　　信
リーダーであり，それには，多くの人々が，「才能，意欲，努力」のいずれかの領域では，その
役目を担い，それなりの貢献ができるのではないだろうか。現実に，現在の最新の企業でも，か
つての秘書の仕事であった資料やデータ管理，スケジュール調整を社長自らがこなし，逆に，こ
れまでの秘書役や事務従事者も，かつては社長の仕事であった経営プランへの参画や提言を行っ
てきているのである。民主主義によって「開かれた権力構造」となった社会での矛盾は，「閉じ
られた権力構造」で解決することが不可能であり，悲劇を生じさせることが判明した以上，この
社会の参加者である個々人の成長により，これを解決するしか他に方法はないのである。
　それは，「主体的な学習者」を「市民社会の主体者」として育成し，社会意識や文化力を向上
させ，また，職業的技能を習得させることであるし，さらには「国家の主権者」として統治に参
画するための力量を高めることである。その「主体的な学習者」育成の第一歩が「プロジェクト
達成度評価」の取り組みである。
　次稿では，その具体的取り組みである「学習者による自主的な目標達成計画（エントリーと達
成宣言）」，そのための「シラバスの改善（「説明型シラバス」から「契約型シラバス」へ）」と「学
習方法の改善（teachから educateへ）」そして「形成的評価とポートフォリオ評価の導入（その
中での学習者と指導者のあり方検討）」について論述する。
　本稿の論旨をまとめると，次表のようになろう。
表 1 「二つの評価とそれにより育ちゆく人間像」
リーダー育成の教育と評価 フォロアー育成の教育と評価
人間像
「普遍的あるべき人間像」
・不易的な人間像
「時代に要求される人間像」
・時代流行的な人間像
知育的領域
抽象思考力
・全体把握・概念化できる力
・自己認識力強く自主的行動
具体思考力・具体的技能
・個別認識・抽象力はやや弱い
・自己認識力弱く指示されての行動
徳育的領域
内面化的「道徳」が行動原理
・社会的責任力＝強く全体把握あり
・人間的道義性＝自己責任力を持つ
指示による「規律」が行動原理
・社会性＝弱く個人的動機
・道義性＝指示者の指示には忠実
その他
「投資」的発想
・現在から未来・プロジェクト型
「消費」志向強い
・未来より現在・現状での満足追及
ただし，歴史上でのリーダーのすべてがこの様であったということではない。リーダー
として育成されながら，リーダー像にふさわしくない人々が多くいたことは事実である。
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